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跡
の
存
在
が
推
測
さ
れ
て
い
る

。

こ
れ
ら
の
遺
跡
を
年
代
別
に
み
る
と
、

縄
文
時
代
早
期
か
ら

鳴
沢
村
の
遺
跡

前
期
、
中
期
に
お
よ
ん
で
お
り
、
か
な
り
古
い
時
期
か
ら
人
々

の
生
活
が
営
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
の
遺
跡
は
、

1
は
じ
め

に
三
カ
所
で
知
ら

れ
、

鳴
沢
地
内
の
水
上
遺
跡
や
大
田
和
字
家
上

本
村
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の

遺
跡
は
、

豊
富
と
は
言
い
難

川
原
の
大
田
和
遺
跡
の
よ
う
に
、

足
和
田
山
南
斜
面
に
形
成
さ

い
が
、
鳴
沢
、

大
田
和
両
地
域
を
中
心
に
ほ
ぼ
万
遍
な
く
分
布

れ
た
小
扇
状
地
の
扇
頂
部
分
に
立
地
す
る
な
ど
、
共
通
部
分
も

し
て
お
り
、

富
士
北
麓
の
他
地
域
と
同
様
な
傾
向
を
示
し
て
い

少
な
く
な
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、

縄
文
後
期
以
後
の
遺
跡
は
見

る
。
し
か
し
、
本
格
的
な
考
古
学
調
査
は
あ
ま
り
実
施
さ
れ
て

ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
中
期
以
後
に
遺
跡
数
が
減
少
す
る
山
梨

お
ら
ず
、
考
古
資
料
の
発
見
も
散
発
的
で
あ
る
た
め
に
、

具
体

県
下
全
体
の
特
徴
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

。

的
な
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い

が
、

従
前
の
学

稲
作
社
会
に
本
格
的
に
突
入
す
る
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

術
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
村
内
に
お
け
る
原
始
・
古
代
の
あ

に
か
け
て
の
遺
跡
は
、

現
在
で
は
皆
無
に
近
い
。
こ
の
傾
向

り
か
た
の
一
端
を
な
が
め
て
い
き
た
い
。

も
、
と
く
に
県
内
の
山
間
地
域
に
お
け
る
遺
跡
の
あ
り
方
と
よ

二
遺
跡
の
立
地
と
分
布

く
整
合
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
普
遍
的
な
あ
り
か
た
で
あ
る
。

村
内
で
は
現
在
、

合
計
二
十
三
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
標
高
の
高
い
山
麓
地
域
や
山
間
地
に
遺
跡
が
再
び

後
述
の
分
布
図
が
示
す
と
お
り
、

遺
跡
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

増
加
し
て
い
く
の
は
、
平
安
時
代
の
九
世
紀
ご
ろ
に
入
っ
て
か

な
い
が
、

鳴
沢
、
大
田
和
の
両
地
域
の
平
地
部
分
を
中
心
に
広

ら
で
、
本
村
も
ほ
ぼ
同
様
な
傾
向
を
示
す
。
い
ま
ま
で
に
知
ら

く
展
開
し
て
お
り
、
溶
岩
流
や
火
山
灰
層
な
ど
の
厚
い
堆
積
土

れ
て
い
る
遺
跡
数
は
七
カ
所
と
ま
だ
少
な
い
が
、
縄
文
期
よ
り

3
層
下
の
埋
没
遺
跡
の
状
況
も
含
め
て
考
え
る
と
、
か
な
り
の

遺
遺
跡
分
布
は
拡
散
し
て
お
り
、
古
代
集
落
が
広
範
囲
に
展
開
し
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て
い
た
様
相
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
木
暮
遺
跡
、

小
坂
A
遺

三
鳴
沢
村
の
遺
跡
(
遺
跡
番
号
は
『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻
に
よ
る
)

4

跡
・
同
B
遺
跡
、
上
大
持
遺
跡
な
ど
は
、

比
較
的
近
接
し
な
が

遺
跡
番
号

一
遺
跡
名

前
丸
尾
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
前

ら
、

富
士
山
麓
の
緩
や
か
な
北
斜
面
上
に
立
地
し
て
い
る
が
、

丸
尾

種
別

包
蔵
地

時
代

平
安
及
び
中
世
以
降
か

立

こ
の
付
近
に
は
、
甲
斐
と
駿
河
を
結
ぶ
古
代
の
官
道
の
若
彦
路

地
と
現
状

標
高
九
百
八
十
m
付
近
で
、
か
つ
て
の
溶
岩
採
石

が
通
っ
て
お
り
、
官
道
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
発
展
し
た
古
代

場
跡
内
(
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
内
)
に
位
置
す
る
。

山
本

集
落
の
感
を

濃
く
し
て
い
る
。

長
塚
地
内
に
あ
る
長
塚
遺
跡
も

寿
々
雄
氏
に
よ
る
と
、
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
の
直
下
、
黒
色
土
中

若
彦
路
に
近
い
遺
跡
で
あ
る

。
よ
り
土
師
器
甕
片
が
出
土
し
た
。

更
に
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、

中
世
以
降
の
遺
跡
は
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
、

村
内
全
域
に

昭
和
五
十
八
年
頃
、
魔
王
神
社
付
近
の
青
木
ヶ
原
溶
岩
層
(
厚

広
く
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
遺
跡
数
は
、

十
五
カ
所
あ
り
、

さ
四
～
五
m )

よ
り
下
の
火
山
灰
層
中
か
ら
、
採
石
作
業
中
に

当
時
の
生
活
用
具
で
あ
る
陶
器
類
や
土
師
質
土

器 、
内
耳
形
土

「青
銅
製
象
耳
付
き
三
つ
足
香
炉
」
が
出
土
し
た
。
両
者
と
も

器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
足
和
田
山
中
の
鞍

確
か
な
出
土
場
所
は
不
明
。
遺
跡
付
近
の
地
形
は
溶
岩
流
が
被

部
に
あ
る
役
行
者
屋
敷
跡
の
よ
う
な
特
異
な
信
仰
に
関
わ
る
遺

覆
し
て
い
る
た
め
、

か
つ
て
の
地
形
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、

跡
も
あ
り
、
遺
跡
の
内
容
は
ま
す
ま
す
多
様
な
性
格
を
帯
び
て

現
状
で
は
東
西
に
長
い
谷
状
地
形
で
、

南
か
ら
流
下
し
た
富
士

い
く
。
こ
う
し
た
遺
跡
分
布
の
状
況
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か

溶
岩
流
が
足
和
田
山
で
せ
き
止
め
ら
れ
厚
く
な
っ
て
い
る
。

お

け
て
村
が
発
展
し
て
い
く

様
子
の
一
端
を
示
す
も
の
で

あ
る

そ
ら
く
、

か
つ
て
の
立
地
は
足
和
田
山
南
麓
の
小
河
川
に
面
し

が
、

日
常
生
活
の
諸
相
を
含
め
た
村
の

全
体
像
と
な
る
と
ま
っ

た
暖
斜
面
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
採
石
作
業
が
終
焉
し
た
現

た
く
定
か
で
は
な
く
、

今
後
に
託
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
て
い

在
、
北
側
に
厚
さ
十
m
以
上
に
も
及
ぶ
溶
岩
流
の
断
面
を
観
察

る
。

で
き
、
溶
岩
直
下
に
焼
土
化
し
た
橙
色
土
層
を
み
る
こ
と
が
で

(
萩
原
三

雄
)

き
る
。
ま
た
こ
の
一
帯
の
溶
岩
台
地
に
は
「
鳴
沢
の
溶
岩
樹
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型
」
と
し
て

名
高
い
樹
型
群
や
、

ス
パ
イ
ラ
ク
ル
群
が
あな
り

、
れ

直
径
五
十
三
・
五

cで
高
さ
六
・
五

㎝、
重
さ
は
約
七
百

地
質
学
的
に
も
貴
重
な
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ス
パ
イ
ラ

g
程
度
。
表
面
は
か
な
り
焦
げ
た
跡
が
あ
る
も
の
の
完
全
な
原

ク
ル
と
は
溶
岩
流
が
湿
っ
た
土
壌
や
湿
地
帯
に
流
れ
こ
ん
だ
と

形
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
。
貞
観
六
年
(
八
九
六
)
以

前、
中

き
に
ガ
ス
が
溶
岩
を
通
過
し
て

爆
発
し
た
痕
跡
で
あ
り
、

過
去

国
か
ら
の
渡
来
品
と
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

定
か
で

の
自
然
環
境
を
探
る
手
が
か
り
に
な
る
。

採
集
遺
物

山
本

は
な
い
。

内
湾
し
た
鉢
で
、
象
耳
状
の
把
手
が
二

個
向
か
い
合

氏
が
保
管
す
る
土
師
器
片
は
甕
口
縁
一
、

甕
底
部
一
で
、

九
世

う
。
ま
た
把
手
の
肩
に
は
獅
子
頭
状
の
装
飾
が
あ
る

(
写
真
参

紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
半
の

特
徴
を
も
つ

(
写
真
参
照
)。

こ
照

)
。

脚
は
三

個
。

県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で

展
示
の

の
遺
跡
を
埋
め
た
溶
岩
流
は
青
木
ヶ
原
丸
尾
で
、

貞
観
六
年

後
、

富
士
吉
田
市
の

早
川
庄
作
氏
が
保
管
。

」
文
献

『
山
梨

(
八
六
四
)
の
富
士
山
の
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
『
日
本

県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
カ
ー
ド
』
一
九
七
二
、
「
千
年
以

三
代
実
録
』
の
記
事
と
の
対
比
で
わ
か
る
。
「
水
熱
き
こ
と

湯
上
の
遺
物

前
マ
ル
ビ
石
取
場
か
ら
出
土
」
『
広
報
な
る
さ

わ
』

4
の
如
く
、

魚
籠
皆
死
し
、

百
姓
の
居
宅
、

海
と
共
に
埋
も
れ
、

一
九
八
一
(
二
月
)、

山
本
寿
々
雄
『
日
本
の
古
代
遺
跡
1

或
い
は
宅
有
り
て
人
無
き
も
の
、

其
の
数
記
し
難
し
」
と
あ
る

山
梨
』
一
九
八
四

保
育
社
、

読
売
新
聞
記
事
、
『
鳴
沢
村
史
』

よ
う
に
多
数
の
住
民
に
大
き
な
被
害
を
与
え
た
自
然
災
害
で

第
一
巻

あ
っ
た
が
、
年
代
が
特
定
で
き
る
溶
岩
流
と
し
て
考
古
学
的
に

遺
跡
番
号

二
遺
跡
名

蛇
休
場
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
蛇

は
参
考
に
な
る
。

溶
岩
下
出
土
の
土
師
器
の
年
代
は
、

溶
岩
流

休
場

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と
現
状

の
年
代
と

同
じ
頃
も
し
く
は
古
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

土
師

青
木
ヶ
原
丸
尾
の
溶
岩
台
地
上
に
あ
る
平
坦
な
畑
地
内
で
、

標

器
の
特
徴
は
そ
う
し
た
年
代
観
と
整
合
し
て
い
る
。

な
お
山
梨

高
九
百
七
十
五
m
。

採
集
遺
物

陶
器
・
土
師
質
土
器
が
散

県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
高
坏
も
出
て
い

布
す
る
。
こ
の
う
ち
土
師
質
土
器
は
外
面
が
黒
変
し
て
お
り

、

7

る
よ
う
だ
が
、
所
在
は
不
明
。
ま
た
香
炉
は
、

新
聞
記
事
に
よ

中
世
か
ら
近
世
に
使
用
さ
れ
た
内
耳
土
器
等
の
煮
沸
具
か
と
思
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土 0.2m

表 土 1.0m

バ チ砂 0.6m

クロボク 0.4m
一

赤土マジリ0.2m

ガラ 石

▲→石鏃出土地点

わ
れ
る
。
青
木
ヶ
原
溶
岩
台
地
が
生
活
環
境
と
し
て

安
定
化
し

し
た
。
当
時
の
メ
モ
に
よ
る
と
、

表
土
・
バ

チ
砂
の
下
に
ク
ロ

8
た
段
階
を
示
し
て
い
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

ボ
ク
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
出
土
で
あ
る
と
い
う

(
写
真
・
図

遺
跡
番
号

三
遺
跡
名

水
上
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
水
上

参
照
)。
こ
れ
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
の
包
含
層
の
層
位
的
位
置

種
別

散
布
地

時
代

縄
文
時
代
前
期
～
中
期

立
地
と
現

が
推
定
で
き
、

縄
文
時
代
以
降
の
火
山
灰
の
堆
積
が
い
か
に
厚

状
足
和
田
山
南
斜
面
で
、

春
日
水
源
地
付
近
か
ら
の
水
流
に

い
も
の
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
富
士
吉
田
市
周
辺
で

よ
り
形
成
さ
れ
た
小
型
の
扇
状
地
の

扇
頂
部
。

範
囲
は
東
西
・

は
、
ク
ロ
ボ
ク
は
縄
文
時
代
早
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

南
北
と
も
に
二
百
m
。
富
士
山
を
南
に
見
る
日
当
た
り
の
良
い

早
期
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

採
集
遺
物

出
土
し
た
の
は

急
傾
斜
地
で
あ
る
。
溶
岩
流
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、

火
山
灰

黒
曜
石
製
の
石
鏃
一
点
で
、

長
さ
二
・
五

㎝、
幅
一
・
五

㎝
、

(
ス
コ
リ
ア
)

が
表
土
を
な
す
。

採
集
遺
物

か
つ
て

縄
文

重
さ
一
・
一
七

g
。

文
献

「
縄
文
時
代
の
石
鏃
(
や
じ

土
器
、
石
鏃
、
石
斧
が
採
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
詳
細
不

り
)
発
見
」
『
広
報
な
る
さ
わ
』
一
九
八
一
(
二

月
) 、

『
鳴
沢
村

明
。

文
献

山
本
寿
々
雄
『
甲
斐
石不
器
時
代
遺
物
発
見
地
名

史
』
第
一
巻

表
』
一
九
五
五
、

同
『
山
梨
県
の
考
古
学
』
一
九
六
八

吉
川

弘
文
館
、
『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

遺
跡
番
号

四
遺
跡
名

地
蔵
前
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
鳴

沢
九
〇
二

渡
辺
長
氏
宅

種
別

散
布
地

時
代

縄
文

立
地
と
現
状

足
和
田
山
南
麓
の
緩
斜
面
で
現
在
は
住
宅
地
と

客

な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
十
九
日
、

渡
辺
長
氏
宅

軒
下
を
排
水
施
設
整
備
の
た
め
地
下
二
・
五
m
ほ
ど
掘
っ
た
と

こ
ろ
、

表
土
よ
り
二
m
の
深
さ
か
ら
縄
文
時
代
の
石
鏃
を
発
見

遺
跡
番
号

五
遺
跡
名

小
鳴
沢
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
小
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採 鳴

鳴
沢

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と

現
状

遺
跡
番
号

九
遺
跡
名

東
臼
田
和
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

足
和
田
山
南
麓
、

鳴
沢
村
役
場
裏
の
平
坦
な
畑
地
で
あ
る
。

東
臼

田
和

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と

現

採
集
遺
物

土
師
質
土
器

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

状
足
和
田
山
南
麓
の
南
向
き
斜
面
の
畑
地
内
で
、
山
裾
の
や

遺
跡
番
号

六
遺
跡
名

並
木
A
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
並

や
急
な
地
形
で
あ
る
。

標
高
九
百
八
十
五

m
!。

採
集
遺
物

木
種
別

散
布
地

時
代

平
安
・
中
世
以
降

立
地
と
現

土
師
質
土
器

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

状
臼
田
和
水
源
地
付
近
を
扇
頂
と
す
る
小
扇
状
地
の

扇
央
部

遺
跡
番
号

十
遺
跡
名

境
野
道
上
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

に
あ
た
る
畑
内
で
、

標
高
九
百
八
十
m
。

南
向
き
の
緩
斜
面
で

境
野
道
上

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と
現

あ
る
。

採
集
遺
物

土
師
器
の
平
安
時
代
甕
片
お
よ
び
土
師

状
足
和
田
山
南
麓
、

鳴
沢
村
総
合
セ
ン
タ
ー
西
の
平
坦
地
。

質
土

器
片
が
あ
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻

採
集
遺
物

内
耳
土
器
等
の

底
部
と
思
わ
れ
る

土
師
質
土
器
が

遺
跡
番
号

七
遺
跡
名

並
木
B
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
並

あ
る

。
文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

木
種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と

現
状
鳴

遺
跡
番
号

十
一

遺
跡
名

大
持
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
大

沢
小
学
校
裏
に
あ
た
り
、

南
向
き
の
平
坦
な
畑
地
で
あ
る
。

採
持

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と

現
状

富

集
遺
物

陶
器
や
内
耳
土
器
な
ど
の

煮
沸
具
と
思
わ
れ
る
土
師

士
山
北
麓
の
末
端
に
あ
た
り
、

標
高
九
百
八
十

m
。
採
集
遺
物

質
土
器
が
あ
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

鉢
形
土
器
頸
部
と
内
耳
土
器
底
部
片
か
と

思
わ
れ
る
土
師
質
土

遺
跡
番
号

八
遺
跡
名

道
下
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
道
下

器
が
あ
る
。

文献
『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と
現
状

足
和
田

遺
跡
番
号

十
二

遺
跡
名

大
木
原
A
遺
跡

所
在
地

鳴
沢

山
南
麓
の
山
裾
が
平
坦
化
し
た
と
こ
ろ
で
、

畑
地
で
あ
る
。

採
村
大
木
原

種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と
現

集
遺
物

陶
器
や
内
耳
土
器
か
と
思
わ
れ
る
土
師
質
土
器
が
あ

状
大
田
和
集
落
の
西
、

足
和
田
山
南
麓
の
平
坦
地
の

畑
地

9
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

内
1。 0

富
士
山
の
溶
岩
台
地
が
南
側
に
迫
っ
て
お
り
、

国
道
一
三
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九
号
線
の
走
る
台
地
縁
辺
か
ら
は
十
m
ほ
ど

低
い
。

標
高
九
百

二
・
八
m ×

二
・
六

畑、
六
・
七
一

g。
楕
円
形
で
周
囲
は
磨

01
五
十

m
。

採
集
遺
物

土
師
質
土
器
と

緑
釉
陶
器
が
あ
る

か
れ
、
一
端
に
切
れ
目
状
の
加
工
を
施
し
て
お
り
、
お
は
じ
き

が
、

時
期
は
不
明
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻

か
と
思
わ
れ
る
。
ほ
か
に
平
安
時
代
の
土
師
器
が
あ
り
、
甲
斐

遺
跡
番
号

十
三

遺
跡
名

大
田
和
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

型
土
器
の
内
面
黒
色
杯
(
内
面
に
水
漏
れ
防
止
の
た
め
の
吸
炭

大
田
和
家
上
川
原

種
別

散
布
地

時
代

縄
文
時
代
早
期

処
理
を
し
た
土
器
)
で
あ
る
。
ま
た
土
鈴
の

破
片
が
あ
り
、

子

・
前
期
・
後
期

立
地
と
現
状

足
和
田
山
南
東
部
の
小
扇
状

供
の
虫
封
じ
の
た
め
に
も
た
せ
た
虫
切
り
の
鈴
で
あ
ろ
う
。

地
上
で
、
扇
頂
部
付
近
の
や
や
急
な
傾
斜
地
の
畑
地
。
標
高
九

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

百
五
十

m
。

採
集
遺
物

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査

遺
跡
番
号

十
五

遺
跡
名

小
坂
A
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

カ
ー
ド
に
よ
れ
ば
縄
文
時
代
早
期
茅
山
式
、

前
期 胡
諸 者
磯
り
式
が

小
坂

種
別

散
布
地

時
代

平
安

立
地
と
現
状

富
士

採
集
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
所
在
は
不
明
。
ま
た
石
匙
も
出

山
麓
の
緩
や
か
な
北
斜
面
の
山
林
中
に
造
ら
れ
た
グ
ラ
ン
ド
内

て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

文
献

山
本
寿
々
雄
『
甲
斐
石
器
時

で
、
標
高
九
百
五
十
m
。

採
集
遺
物

平
安
時
代
の
土
師
器

代
遺
物
発
見
地
名
表
』

一
九
五
五
、

同
『
山
梨
県
の
考
古
学
』

坏
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
甲
斐
型
土
器
(
奈
良
、
平
安
時
代
に
甲

一
九
六
八

吉
川
弘
文
館
、
『
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調

府
市
東
部
で
作
ら
れ
て
、
甲
斐
国
一
円
に
流
通
し
た
土
師
器

)

査
カ
ー
ド
』
一
九
七
二
、
『
鳴
沢
村
史』

第
一
巻

で
、

表
面
に
竹
管
状
工
具
に
よ
る
「
大
」
と
思
わ
れ
る
線
刻
が

遺
跡
番
号

十
四

遺
跡
名

小
暮
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
小

あ
る
。

焼
成
後
の
刻
書
で
、
内
面
に
も
同
様
な
工
具
に
よ
る
擦

暮
種
別

散
布
地

時
代

平
安
・
中
世
・
近
世
以
降

立
痕
が
あ
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

地
と
現
状

富
士
山
北
麓
の
北
向
き
の
平
坦
な
畑
地
で
、
小
坂

遺
跡
番
号

十
六

遺
跡
名

小
坂
B
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

A
遺
跡
(
十
五
)
の
東
北
で
あ
る
。

標
高
九
百
四
十
m
。

採
小
坂

種
別

散
布
地

時
代

平
安

立
地
と
現
状

富
士

集
遺
物

内
耳
土
器
の
底
部
を
利
用
し
た
土
製
円
盤
が
あ
り
、

山
北
麓
に
発
達
し
た
南
北
に
細
長
い
尾
根
状
の
地
形
上
の
畑
地
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木

1

で
、

緩
や
か
な
北
向
き
斜
面
で
あ
る
。

標
高
九
百
五
十

m
。

採
二
十
m
付
近
の
畑
地
。

採
集
遺
物

近
世
以
降
の
陶
器
(
茶
碗

集
遺
物

甕
形
土
器
の
胴
部
破
片
と

思
わ
れ
る
土

師
器
片
が
あ

・
摺
り

鉢
)、

内
耳
土
器
胴
部
の
土
師
質
土
器

片
、

瓦
器
と

思

る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

遺
跡
番
号

十
七

遺
跡
名

上
大
持
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

遺
跡
番
号

二
十

遺
跡
名

長
塚
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
長

上
大
持

種
別

散
布
地

時
代

平
安

立
地
と
現
状

富
塚

種
別

散
布
地

時
代

平
安

立
地
と
現
状

富
士
北

士
山
麓
の
緩
や
か
な
北
斜
面
の
畑
地
で
、

標
高
は
九
百
七
十

麓
の
溶
岩
流
台
地
上
で
、

北
向
き
緩
斜
面
の

畑
地
で

あ
る
。

m
。

採
集
遺
物

土
師
器
の
小
破
片
が
一
八
点
採
集
さ
れ
て

採
集
遺
物

土
師
器
(
坏
二

点
)
が
あ
る
。
文
献

『
鳴
沢
村

お
り
、
う
ち
甕
片
と
わ
か
る
も
の
が
五
点
あ
る
。

平
安
時
代
の

史
』

第
一
巻

甕
に
し
て

は
、

い
わ
ゆ
る
甲
斐
型
甕
と
は
胎
土
(
粘
土
)
の
色

遺
跡
番
号

二
十
一

遺
跡
名

前
原
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村

調
が
異
な
っ
て
い
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』

第
一
巻

前
原

種
別

散
布
地

時
代

近
世
以
降

立
地
と

現
状

遺
跡
番
号

十
八

遺
跡
名

犬
の
子
草
里
遺
跡

所
在
地

鳴
大
田
和
集
落
の

東
、
札
木
遺
跡
(
十
九
)
よ
り
百
m
ほ
ど
西
の

沢
村
犬
の
子
草
里

種
別

散
地

時
代

不
明

立
地
と
現

谷
部
で
、

溶
岩
流
台
地
の
脇
に
あ
た
る
。

標
高
九
百
二

十
m
。

状
国
道
一
三
九
号
線
と
県
道
鳴
沢
・
河
口
湖
線
の
交
差
点
付

採
集
遺
物

陶
磁
器
片
数
点
で
、
江
戸
と
思
わ
れ
る
天
目
茶
碗

近
で
、

富
士
北
麓
の
緩
や
か
な
北
斜
面
の
畑
地
。

標
高
九
百
五

片
も
あ
る
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻

十
m
。

採
集
遺
物

土
師
器
ら
し
き
坏
片
が
あ
る
が
時
期
不

遺
跡
番
号

二
十
二

遺
跡
名

大
木
原
B
遺
跡

所
在
地

明
。

文
献

『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻

沢
村
大
木
原

種
別

埋
納
遺
構
か

時
代

江
戸
以
降

立

遺
跡
番
号

十
九

遺
跡
名

札
木
遺
跡

所
在
地

鳴
沢
村
札

地
と
現
状

国
道
一
三
九
号
線
と
村
道
の
交
差
点
付
近
。

採

木
種
別

散
布
地

時
代

中
世
以
降

立
地
と
現
状

勝
集
遺
物

昭
和
五
十
九
年
頃
、
小
林
恒
男
氏
が
重
機
で

道
路
工

11
山
村
方
向
へ
傾
斜
す
る
溶
岩
流
台
地
の
縁
辺
部
で
、

標
高
九
百

事
を
し
た
時
、

地
下
三
十

㎝
の
土
中
よ
り
古
銭
が
出
土
し
た
。
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ば
ら
ば
ら
に
出
土
し
た
が
、
元
は
ま
と
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
、

信
仰
に
関
わ
る
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

採
集
遺
物
な

21

l
a
r

e n
u
f

る
。
ま
た
古
銭
と
と
も
に
灰
が
出
て
き
た
と
い
う
。
現

在、
小

し
文
献

『
鳴
沢
村
史
』
第
一
巻
、
畑
大
介
「
芦
川
村
周
辺

古
林
氏
が
所
蔵
す
る
の
は
、

寛
永
通
宝
一
六
六
枚
で
あ
る
。
こ
れ

の
山
岳
信
仰
遺
跡
」
『
甲
斐
路
』
七
七

一
九
九
三

考
ら
の
古
銭
は
直
径
が
四
・
六
八
～
四
・
七
七

c
と
通
常
の
も
の

(
櫛
原
功
一
)

よ
り
も
大
き
く
、
厚
さ
は
〇
・
四
～
〇
・
七

㎜、
重
量
は
五
・

四
ま
と
め

一
八
～
六
g
で
、
銅
あ
る
い
は
真
鍮
の
板
に
「
寛
永
通
宝
」
の

本
村
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
二
十
三
の
遺
跡
に
つ
い
て

、

文
字
を
プ
レ
ス
し
、
裏
面
に
は
模
様
が
全
く
な
い
(
図
参

照
)
。

全
体
的
な
様
相
を
お
お
づ
か
み
に
な
が
め
て
見
る
と
、
他
の
富

ま
た
大
半
が
焼
け
、
歪
ん
だ
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
通
用
銭

士
北
麓
地
域
や
八
ヶ
岳
山
麓
の
遺
跡
群
が
有
す
る
特
質
と
大
き

で
は
な
く
、
私
的
に
密
造
さ
れ
た
博
打
の
掛
け

金
、

あ
る
い
は

な
相
違
は
な
い
。

縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
ご
ろ
に
人
々
の
生

奉
賽

銭
と
思
わ
れ
る
が
、

類
例
を
知
ら
な
い
。

時
代
的
に
は
江

活
が
開
始
さ
れ
、
中
期
に
至
っ
て
大
き
く
「
開
花
し
、
や
が
て

縄

戸
以
降
、

近
代
に
至
る
間
の
所
産
で
あ
ろ
う
。

」
文
献

な
し

文
後
期
以
降
に
な
っ
て
し
だ
い
に
哀
退
を
し
て
い
く
。

弥
生
時

遺
跡
番
号

二
十
三

遺
跡
名

役
行
者
屋
敷
跡

所
在
地

鳴
代
や
古
墳
時
代
の
社
会
は
根
づ
か
な
い
が
、
平
安
時
代
の
九
世

沢
村
西
臼
田
和

種
別

寺
院
址
か

時
代

中
世
か
ら
江

紀
ご
ろ
に
な
っ
て
再
び
こ
う
し
た
山
麓
や
台
地
に
人
々
の
進
出

戸
?

立
地
と
現
状

大
田
和
の
集
落
か
ら
足
和
田
山
を
四
〇

が
開
始
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
大
き
な
歴
史
的
な
変
化
は
、

分
ほ
ど
登
っ
た
尾
根
の
鞍
部
に
あ
る
。
削
平
地
が
あ
り
、
礎
石

本
県
を
は
じ
め
と
す
る
中
部
山
岳
地
帯
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象

が
数
個
残
存
し
て
い
る
と
い
う
。
『
甲
斐
国

志』
に
は
「
壇
ノ
山

で
、
本
村
も
同
じ
よ
う
な
推
移
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
で
あ

ノ
内
雨
乞
山
ノ
上
ニ
ア
リ
少
シ
平
地
ナ
ル
所
礎
石
存
セ
リ
其
辺

る
。
た
だ
し
、
近
年
の
考
古
学
調
査
の

成
果
に
よ
れ
ば
、
こ
う

二
小
池
ア
リ
麗
水
常
ニ
タ
タ
ヘ
テ
旱
魃
ニ
モ
涸
ル
コ
ト
ナ
シ
往

し
た
地
域
か
ら
も
縄
文
後
晩
期
の

遺
跡
や
弥
生
末
～

古
墳
時
代

昔
ハ
山
伏
ド
モ
比
山
二
参
籠
シ
行
法
ヲ
修
シ
ケ
ル
ト
ゾ
」
と
あ

の
遺
跡
の
発
見
が
相
次
い
で
お
り
、
従
来
の
歴
史
観
が
見
直
し
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を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
も
、
今

色
村
の
本
栖
湖
畔
に
所
在
す
る
湖
水
遺
跡
や
上
野
原
遺
跡
な
ど

後
の
資
料
の
蓄
積
を
待
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
原
始
古
代
社
会
の

も
同
様
な
性
格
の

遺
跡
で

あ
り
、
こ
う
し
て
み
る
と
富
士
北
麓

あ
り
方
を

論
じ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

一
帯
に
は
か
な
り
の
広
範
囲
に
及
ん
で
、

原
始
古
代
の
村
々
が

平
安
期
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
師
器
に
つ
い
て
、
「
甲
斐

溶
岩
流
や
火
山
灰
層
下
に
埋
没
し
て
い
る
と

見
て
よ
い
。

山
麓

型
土
器
」
と
い
う
甲
斐
国
特
有
な
土
器
群
が
あ
る
。
甲
府
盆
地

に
お
け
る
開
発
と
生
活
、
さ
ら
に
火
山
災
害
と
の
関
係
な
ど
を

を
中
心
に
、
さ
ら
に
駿
河
、
信
濃
な
ど
に
も
大
き
な
広
が
り
を

考
え
て
い
く
う

え
で
、

き
わ
め
て

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
り
、

み
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
村
で
も
木
暮
遺
跡
や
小
坂
A

村
内
の

遺
跡
群
が
語
る
歴
史
的
意
義
も
大
き
い
。

遺
跡
で
坏
な
ど
の
甲
斐
型
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

甲
府
盆

(
萩
原
三

雄
)

地
な
ど
と
共
通
の
文
化
流
通
圏
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

よ
う
。

た
だ
し
上
大
持
遺
跡
で

は
、

甲
斐
型
甕
と
は
異
な
る
土

器
も
見
ら
れ
、

他
地
域
と
も
積
極
的
な
交
流
が
図
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
わ
か
る
。

本
村
の
原
始
古
代
社
会
を
考
え
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
重
要

な
こ
と
は
、

厚
い
溶
岩
流
や
火
山
灰
層
に
覆
わ
れ
た
遺
跡
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

富
士
北
麓
の
平
安
期
の

遺
跡
群
の

特

色
と
し
て
、
堀
内
真
氏
に
よ
っ
て
か
な
り
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り

(『
信
濃
』
三
〇
一
九

)、
富
士
吉
田
市
下

吉
田
の
馬
捨
場
遺
跡
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本

村
の
前

1

丸
尾
遺
跡
な
ど
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
隣
村
の
上
九
一
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そ
の
主
は
堀
内
真
君
で
あ
り
将
来
が
期
待
さ
れ
る
研
究
者
で
あ

1
r
o
r
o
n
ad

[
前
マ
ル
ビ
遺
物
の
拓
本
〕

昭
和
五
十
六
年

(
一
九
八
一
)

る
。
彼
は
筆
者
が
南
都
留
郡
下
で
行
っ
た
調
査
資
料
を
要
領
よ
く

古
〔
解
説
〕

山
梨
県
考
古
学
資
料
室
(
民
間
研
究
施
設
)
の
、
山
本
寿
々

ま
と
め
て
い
る
が
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
師
走

雄
氏
が
、
か
つ
て

鳴
沢
村
丸
尾
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
下
か
ら

発
見
し
た
「
考

に
入
っ
た
或
る
日
、

地
元
の
関
係
者
に
お
逢
い
す
る
機
会
が
あ
り

古
学
資
料
」
を
、
「
広
報
な
る
さ
わ
」
に
拓
本
を
そ
え
て
紹
介
し
た
も
の
。

そ
の

折
、

前
丸
尾
出
土
の
考
古
学
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら

い
た
い
の
だ
が
と
云
わ
れ
た
の
で
、

拓
本
を
添
え
て
青
木
ヶ
原
溶

千
年
以
上

前
の

遺
物

岩
流
の
歴
史
的
な
う
ら
づ
け
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
よ
う
と

思
前
マ
ル
ビ
石
取
場
か
ら
出
土

(
民

間
研
究
施
設
)

山
梨
県
考
古
学
資
料
室

山
本

寿
々
雄

甕
形
土
器
・
口
縁
部
が
大
き
く
外
反
す
る
。
そ
し
て

肩
の
と
こ

鳴
沢
村
丸
尾
青
木
ヶ
原
溶
岩
流
下
か
ら
出
土
し
た
考
古
学
の
資

ろ
が
や
や
張
り
が
あ
る
よ
う
で
、
底
部
片
は
、
切
ら
れ
た
よ
う
な

料
平
底
で
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
、
お
そ
ら
く
青
木
ヶ
原
溶
岩
が

梨
宮
公
園
に
あ
っ
た
県
立
博
物
館
勤
務
か
ら
十
有
余
年
の
歳
月

流
れ
て
き
た
時
期
に
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
た
遺
物
を
良
く
示
し

が
流
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
年
に
一
～
二
度
鳴
沢
村
の
現
地
に
立
ち

て
い
る
。

貞
観
六
年
(
西
暦
八
六
四
年
)
の
即
ち
九
世
紀
で
あ

寄
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
資
料
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
出
来

る
2
0

。

な
い
、
或
い
は
無
い
の
か
、
地
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か

同
じ
富
士
火
山
に
よ
る
溶
岩
流
(
上
部
剣
丸
尾
溶
岩
よ
り
は
青

皆
目
わ
か
ら
な
い
。

木
ヶ
原
溶
岩
流
の
方
が
古
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
の

証
と
な

富
士
火
山
と
考
古
学
資
料
を
よ
り
綿
密
に
調
べ
て
い
る
若
い
研

る
好
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。

究
者
が
地
元
の
富
士
吉
田
市
に
い
て
、
今
年
の
夏
、
県
庁
に
見
え

溶
岩
の
岩
取
り
作
業
は
大
規
模
な
土
木
工
事
で

あ
り
、

そ
の

ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
話
し
あ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

時
、

そ
の
時
々
の
注
意
が
肝
心
で
、

偶
然
性
の
発
見
が
主
で

あ
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り
、

包
含
層
を
広
大
し
て

考
古
学
調
査
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

昨
今
で
あ
る
。
新
開
発
の
実
施
の
際
は
、
関
係
者
に
よ
り
広
く
注

2
〔
縄
文
時
代
の
石
鏃
発
見
〕

昭
和
五
十
六
年
(
一
九
八
一
)

意
が
ゆ
き
わ
た
り
さ
え
す
れ
ば
、
溶
岩
流
下
に
埋
没
の
古
代
遺
跡

「
四
千
～
五
千
年
前

縄
文
時
代
の
石
鏃

(ゃ
じ
り
)
発
見

が
点
と
し
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

(
地
下
二
話

)
」

そ
し
て
点
と
点
と
を
結
び
や
が
て
は
面
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ

昨
年
十
二

月
十
九
日
鳴
沢
の
渡
辺
長
さ
ん
は
流
し
の
排
水
整
備

う
か
。

の
た
め
軒
下
を
約
二
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
っ
て
ガ
ラ
石

そ
の
日
の
た
め
に
、

青
木
ヶ
原
溶
岩
流
〔
前
丸
尾
〕
の
考
古
学

ま
で
届
い
た
と
こ
ろ
表
土
か
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ク
ロ
ボ
ク
と
赤
土

資
料
を
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
紹
介
す
る
。

(
昭
和
五
十
六
年
二

月
一
日

の
間
に
光
る
も
の
が
目
に
つ
い
た
。
初
め
ガ
ラ
ス
か
と
思
っ
た
が

発
行
・
「
広
報
な
る
さ
わ
」)

こ
ん
な
深
い
所
に
と
不
思
議
に
思
い
手
に
取
っ
て
泥
を
落
し
て
見

て
驚
い
た
。
一
週
間
前
に
県
内
の
出
土
品
等
を
見
学
し
て
来
た
ば

か
り
で

「
石
鏃
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

早
速
仲
間
を
呼
ん
で
地
層
の
写
真
を
と

り
石
鏃
を
洗
っ
て
黒
耀
石
で
つ
く
ら
れ

た
本
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
山
梨
県
の
専
門
家
で
あ
る
山
本

寿
々
雄
先
生
に
見
て
い
た
だ
き
年
代
不

明
だ
が
縄
文
時
代
の
石
鏃
と
考
え
ら
れ

a
n

a
k

e
n
o
a

M
a

r
u

t
k

a
r
t
s

a
d

a
k

s

信
州
和
田
峠
の
黒
耀
石
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
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鳴
沢
村
に
お
い
て
は
①
水
上
遺
跡
、
②
前
丸
尾
遺
跡
、
③
大
田

大
昔
の
人
々
の
残
し
た
遺
産
は
住
民
共
通
の
遺
産
で
も
あ
り
こ

o6

和
遺
跡
と
か
つ
て
縄
文
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
土
器
破
片
が
発
見

れ
を
守
り
伝
え
て
い
く
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
。
ど

ん
な
小
さ
な

古
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
埋
蔵
文
代
財
包
蔵
地
と
し
て
三
ヵ
所
が
挙
げ

も
の
で
も
こ
れ
は
と
思
わ
れ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
ら
教
育
委
員

考
ら
れ
て
い
る
。
①
水
上
遺
跡
と
③
大
田
和
遺
跡
に
つ
い
て
は
表
土

会
文
化
財
担
当
に
連
絡
し
て
記
録
保
存
に
協
力
さ
れ
る
よ
う
願
い

上
に
お
い
て
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
②
前
丸
尾
遺

た
い
。

跡
に
つ
い
て
は
溶
岩
の
下
か
ら

採
石
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い

(
清
水

澄
・
昭
和
五
十
六
年
二
月
一
日
発
行
「
広
報
な
る
さ
わ
」
)

る
。

未
確
認
の
も
の
で
あ
る
が
完
全
な
形
の
土
器
一
基
、

青
銅
製

象
耳
三
つ
足
香
炉
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
同

じ
く
未
確
認
だ
が
鳴
沢
堀
の
内
線
水
道
工
事
の
折
「
石
鏃
」
が
発

見
さ
れ
、
戦
争
中
西
村
の
あ
る
家
で
防
空
壕
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
七

尺
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
住
居
跡
ら
し
い
も
の
を
見
た
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
鳴
沢
村
は
数
多
く
の

噴
火
に
よ
っ
て
埋
没
し

て
い
る
た
め
往
古
の
姿
は
古
記
録
に
よ
る
ほ
か
な
い
わ
け
で
あ
る

が
三
代
実
録
に
「
富
士
山
の
暴
火
で
八
代
郡
熱
土
に
埋
る
。
百
姓

の
居
宅
海
に
埋
り
そ
の
数
知
れ
ず
」
と
あ
る
が
こ
れ
ま
で
集
落
が

あ
っ
た
か
ど
う

か
立
証
す
る
も
の
は
何
も
な
い
、
こ

れ
か
ら
発
見

さ
れ
て
い
く
遺
産
に
よ
っ
て
鳴
沢
村
の
本
当
の
歴
史
が
判
明
し
て

く
る
わ
け
で
あ
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
見
に
よ
っ
て
大
き
く
歴
史

が
変
わ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

。
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